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⑥平和都市宣言(60．12･3)

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をは

らみ、誠に彊慮にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆

者の苦しみを全世界の人々 に訴え、再び広島．長崎の惨禍を
操り返してはならない。
我孫子市は市民の生命と安全を守るため．いかなる国のい

かなる核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市
を宣言する。
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エレベーター。エスカレーター設置計画図
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エスカレーター設置(JR施工）

エレベーター・エスカレーター設置（市施工）

駅
利
用
者
の
利
便
性
を
図
る
た

め
、
我
孫
子
駅
と
天
王
台
駅
に
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
き
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

我
孫
子
駅
の
工
事
は
、
８
月
４

日
か
ら
始
ま
り
、
常
磐
線
・
成
田

線
の
上
り
。
下
り
ホ
ー
ム
階
段
に

そ
れ
ぞ
れ
２
基
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
を
新
設
し
ま
す
。
そ
の
う
ち
各

１
基
は
、
車
イ
ス
に
乗
車
し
た
ま

ま
利
用
で
き
る
構
造
の
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

両
駅
ホ
ー
ム
と
も

喧
月
中
に
完
成
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市
で
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
と
お
し
て
、
市
内
各
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
お
よ
び

エ
ス
カ
レ
Ｉ
タ
ー
の
設
置
を
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
今
年
度
に
我
孫
子
駅
と
天
王
台
駅
の
ホ
ー
ム
に
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
号

で
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

天王台駅
取手
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通

ま
た
、
天
王
台
駅
は
、
９
月
中

旬
か
ら
工
事
に
着
手
し
、
常
磐
線

ホ
ー
ム
に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
２

基
新
設
し
ま
す
。
我
孫
子
駅
と
同

様
に
う
ち
１
基
は
、
車
イ
ス
対
応

型
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
両
駅
と
も
工
事
期
間
中

は
、
階
段
の
一
部
（
計
画
図
参
照
）

が
全
面
閉
鎖
と
な
り
ま
す
の
で

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

〈
我
孫
子
駅
〉

▼
工
事
期
間
８
月
４
日
（
火
）
か

ら
哩
月
上
旬
ま
で

マ
エ
事
個
所
①
常
磐
線
（
下

り
）
・
成
田
線
ホ
ー
ム
②
常
磐

改
札
口
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市
で
は
、
我
孫
子
駅
北
口
や
他

の
駅
に
つ
い
て
も
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
順
番
に

設
極
し
て
い
く
考
え
で
す
。

新
木
駅
は
現
在
、
新
し
い
橋
上

駅
舎
の
設
計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

新
駅
舎
の
建
設
に
伴
っ
て
、
改

札
内
に
つ
い
て
は
Ｊ
Ｒ
が
、
南
側

自
由
通
路
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ

い
て
は
市
が
設
腫
す
る
と
い
う
こ

と
で
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
が
ま
と
ま

っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
や
身
体
に
障
害
を
持
つ

方
を
は
じ
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

利
用
で
き
る
駅
に
す
る
た
め
に
は
、

改
札
内
の
ホ
ー
ム
階
段
と
、
改
札

外
の
駅
入
口
階
段
の
双
方
に
昇
降

設
備
が
必
要
で
す
。

改
札
内
は
、
国
の
霊
備
指
註

（
下
記
参
照
）
に
基
づ
い
て
Ｊ
Ｒ

東
日
本
が
設
置
し
ま
す
が
、
改
札

外
は
、
現
状
で
は
市
が
設
置
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
我
孫
子
駅
南
口
の
階

段
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
と
エ
ス
カ
レ

ー
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
今
年
度

に
設
計
を
行
い
、
皿
年
度
に
工
事

の
予
定
で
す
。

線
（
上
り
）
・
成
田
線
ホ
ー
ム
、

い
ず
れ
も
柏
方
面
寄
り
階
段
部
分

〈
天
王
台
駅
〉

マ
エ
事
期
間
９
月
中
旬
か
ら
哩

月
下
旬
ま
で

▼
エ
事
個
所
④
常
磐
線
ホ
ー
ム

取
手
方
面
寄
り
階
段
部
分

改
札
外
階
段

に
も
設
置

今
後
の

整
備
計
画

市
で
は
、
「
人
に
や
き
し
い
」
駅

整
備
を
一
層
進
め
る
た
め
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
設

置
の
ほ
か
、
身
体
障
害
者
用
ト
イ

レ
、
点
字
・
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど

の
駅
施
設
の
整
備
改
善
を
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
我
孫
子
・
新
木
駅
へ

の
駅
員
配
置
に
よ
る
無
人
駅
の
解

消
な
ど
を
、
引
き
続
き
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
壷

（
芭
１
１
１
１
内
線
３
３
０

ま
た
、
湖
北
駅
南
口
は
、
市
内

の
駅
の
中
で
も
最
も
高
低
差
が
あ

り
、
利
用
者
に
と
っ
て
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
ま
す
。
階
段
改
修

に
つ
い
て
市
民
の
皆
ざ
ん
か
ら
の

要
望
も
多
い
た
め
、
Ｊ
Ｒ
に
よ
る

ホ
ー
ム
へ
の
設
腫
が
遅
れ
る
場
合

で
も
、
市
で
早
期
に
駅
入
口
の
階

段
に
設
置
で
き
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

ざ
ら
に
、
市
内
各
駅
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
お
よ
び
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

が
整
備
さ
れ
る
よ
う
、
今
後
も
Ｊ

Ｒ
東
日
本
と
稜
極
的
に
協
議
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

人
に
や
さ
し
い
駅

整
備
を
進
め
ま
す

I◎鉄道駅におけるエレベーターおよび
エスカレーターの整備指針（概要）

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

い
つ
も
、
我
孫
子
駅
を
ご
利

用
頂
き
ま
し
て
有
り
難
う
ご
ざ

ゞ
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
「
人

に
優
し
い
駅
創
り
」
を
推
進
し

て
お
り
、
こ
の
度
、
我
孫
子
駅

に
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

／
工
事
は
８
月
４
日
か
ら
始
ま

、 、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
、
何
度
も
繰

り
返
し
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
設
置
を
要
望
し
て

き
た
結
果
、
今
回
、
我
孫
子
駅

天
王
台
駅
の
ホ
ー
ム
に
実
現
し

ま
し
た
。

近
年
、
橋
上
駅
が
増
え
、
階

段
の
登
り
降
り
に
伴
う
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
商
齢

社
会
を
迎
え
る
中
、
「
人
に
や
ざ

し
い
」
駅
を
実
現
す
る
た
め
に

侭
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
は
必
要

工
事
期
間
中
は
ご
協
力
を

我
孫
子
駅
長
大
森
宣
雄

市
の
要
望

次に揚げる駅について鉄道事業者は、ホー

ムと公共通路を結ぶ通路、ホームと他の路線

のホームを結ぶ通路について、少なくとも1

基のエレベーターまたはエスカレーターを設

置すること。エレベーターについては、車い

す対応型とし、エスカレーターのみの場合は、

原則として車いすに乗車したまま利用できる

構造のものとする。

①新設駅または大改良を行う駅で、スロープ

等により段差を解消できないもの

②既設駅で、5鯨以上の段差があり、1日当

たりの乗降客が5000人以上ある駅

市
長

り
完
成
は
廻
月
上
旬
の
予
定
で

す
。
工
事
期
間
中
は
両
階
段
と

も
柏
方
面
を
全
面
閉
鎖
し
て
行

い
ま
す
の
で
、
ご
不
便
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
完
成
し
ま
す
と

上
り
、
下
り
の
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
唾
冬
蔬
ぃ
致
し
ま
す
唖

不
可
欠
な
施
設
で
す
。
市
内
の

各
駅
に
整
備
き
れ
る
よ
う
に
、

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
に
強
く
働
き
か

け
ま
す
。

ま
た
、
改
札
外
の
階
段
に
は
、

市
で
設
瞳
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。
利
用
客
数
、
駅
の
高

低
差
（
階
段
の
長
さ
）
な
ど
を

考
噸
し
て
、
順
番
に
各
駅
南
北

の
階
段
へ
殻
瞳
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
噂

崎
詣
甚
〃
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＊
ち
ょ
っ
と
の
外
出
で
も
、
必
ず

戸
締
ま
り

＊
カ
ギ
は
、
性
能
の
保
証
き
れ
た

も
の
を
、
出
入
口
に
は
、
主
錠
の

ほ
か
に
補
助
錠
を

＊
風
呂
場
の
窓
、
便
所
の
高
窓
、

ベ
ラ
ン
ダ
の
高
窓
な
ど
は
、
つ
い

忘
れ
が
ち
、
必
ず
カ
ギ
を

＊
カ
ギ
は
、
み
ん
な
で
持
つ
よ
う

に
し
て
、
家
の
回
り
に
「
置
き
カ

ギ
」
は
し
な
い

一

心は剛ある資源です
大切に使いましょう！

一
睡
鴎
‐
僻
△
ｊ
ｌ
４
，
ｌ
Ｌ
Ｂ
且
．

’

－

普段何気なく使っている水道水は、市

の地下水と浄化した江戸ｿ||の河jll水を合

わせて、皆さんIごお届けしています。

江戸川の上流|こ作られているダムは、

計画されている－部しか完成していない

だめ、私たちの水がめとして十分な霊が

確保されているとはいえません。

特に夏場など水が多く必要な時期でも、

川からは限られた曇の水しか取ることが

できず、異常渇水|こなると皆さんの生活

Iこ深刻な影響を与えてしまいます。

－人ひとりが節水を心がけ、皆さんが

力を合わせれば節水効果は大きなものlこ

なります。

水は大切な資源です。限りある資源を

守るため、節水にご協力ください。

少問い合わせ北千葉広域水道企業団総

務課壷047（345）3211

＊
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
か
ら
離

れ
る
と
き
、
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
、

め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
必
ず
カ
ギ
を

＊
オ
ー
ト
バ
イ
の
エ
ン
ジ
ン
キ
ー

を
抜
く
だ
け
で
は
、
被
害
は
防
げ

ま
せ
ん
。

ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
も
忘
れ
ず
に

冨
錫
爵
随
一

乗
り
物
盗
の
防
止

｜

女
性
の
皆
ざ
ん
、
気
を
つ
け
て
、

あ
な
た
の
周
り
に
は
危
険
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。
で
も
、
ち
ょ
っ
と
し

た
心
が
け
で
危
険
を
少
な
く
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

＊
暗
い
夜
道
の
一
人
歩
き
は
し
な

い＊
甘
い
誘
い
に
の
ら
な
い

＊
し
っ
か
り
戸
締
ま
り

＊
相
手
を
確
か
め
て
か
ら
、
ド
ア

を
あ
け
る

＊
危
な
い
と
思
っ
た
ら
、
ま
ず
大

意
筵
あ
げ
て
助
け
を
求
め
る

＊
防
犯
ブ
ザ
ー
も
有
効
で
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
大
き
な
音
が
あ
な

た
を
守
り
ま
す
。

※
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
我
孫
子
警
察

署
生
活
安
全
課
で
取
り
次
ぎ
を
しI

母
子
・
父
子
家
庭
の
母
子
お
よ

び
父
子
、
焔
歳
ま
で
の
児
童
（
父

母
の
い
な
い
児
童
を
含
む
）
が
保

険
医
療
給
付
を
受
け
た
場
合
、
本

人
負
担
額
を
助
成
し
ま
す
。
（
た
だ

し
、
所
得
に
よ
り
支
給
制
限
が
あ

り
ま
す
）

◎
受
給
資
格

嘔
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
３
月

訓
日
ま
で
の
児
童
（
障
害
児
の
場

合
は
如
歳
未
満
）
と
、
そ
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母

親
、
ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
親
等

ひ
と
り
親
家
庭
で
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
家
庭
で
、
社
会
保
険

各
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
、

組
合
員
、
ま
た
は
被
扶
養
者
の
方
。

①
現
に
婚
姻
を
し
て
い
る
状
態
に

な
い
場
合

②
母
ま
た
は
父
が
重
度
菌
民
年

金
の
障
害
等
級
１
級
程
塵
の
障

害
に
あ
る
場
合

③
配
偶
者
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

母
子
。
父
子
家
庭
等
の
医
療
費

J

P

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

い
場
合

④
配
偶
者
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
場
合

⑤
配
偶
者
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
場

《
ロ

た
だ
し
、
以
上
の
要
件
に
該
当

し
て
も
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
受
給
盗
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。

①
生
活
保
護
法
に
よ
り
保
護
を
受

け
て
い
る
場
合

②
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
（
母
子

寮
を
除
く
）
に
入
所
ま
た
は
、
里

親
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

◎
申
請
手
続
き

次
の
書
類
等
を
持
参
の
う
え
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
等
医
療

費
助
成
資
格
申
請
書
（
児
童
保
育

課
に
用
童
②
印
鑑
③
加
入

し
て
い
る
健
康
保
険
証
④
戸
籍

の
謄
本
ま
た
は
抄
本
⑤
昭
歳
末

満
の
児
童
が
市
外
に
居
住
し
て
い

る
場
合
は
、
児
童
の
属
す
る
世
帯

の
住
民
票
の
謄
本
と
別
居
の
理
由

を
記
入
し
た
申
立
書
⑥
平
成
、

年
１
月
１
日
以
降
に
我
孫
子
市
に

転
入
き
れ
た
方
は
、
諸
控
除
額
が

記
載
き
れ
た
平
成
、
年
度
分
所
得

証
明
書
（
平
成
、
年
１
月
１
日
現

在
居
住
地
の
市
町
村
役
場
で
発
行
）

⑦
申
請
者
名
義
の
銀
行
口
座
（
郵

便
局
は
除
く
）

※
た
だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
は
、
④
か
ら
⑦

の
書
類
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
申
請
す
る
と
き
に
は
児

童
扶
養
手
当
証
書
を
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
現
在
、
医
療
識
等
の
助
成

を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
度
が

変
わ
り
ま
す
の
で
更
新
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

》
問
い
合
わ
せ
児
童
保
育
課
云

（
雷
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７g

マ

Q

●

、

市
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り

死
亡
ま
た
は
傷
害
を
受
け
た
方

を
救
済
す
る
た
め
、
千
葉
県
市

町
村
交
通
災
害
共
済
制
度
に
参

加
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
さ

蠅災害共済に加入しましょう
’ 現潅加映している方は継続の手続きを

ん
に
任
意
で
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

会
強
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
の

被
害
者
を
救
済
す
る
相
互
扶
助
の

制
度
で
す
。
万
一
の
時
に
備
え
て
、

ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
加
入
し
て
い
る
方
も
、
８

月
訓
日
で
共
済
期
間
が
終
了
し
ま

す
の
で
、
継
続
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
方
９
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
方
、
お
よ
び

居
住
す
る
予
定
の
方

▽
年
会
費
１
人
７
０
０
円
（
９

月
１
日
以
降
は
、
加
入
月
に
よ
り

会
壁
が
異
な
り
ま
す
が
、
随
時
加

入
申
し
込
み
は
で
き
ま
す
）

▽
共
済
期
間
９
月
１
日
か
ら
翌

年
８
月
訓
日
ま
で

▼
対
象
と
な
る
事
故
自
動
車
・

自
動
二
輪
・
自
転
車
を
運
転
中
の

事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
の
事
故

▽
共
済
見
舞
金

＊
死
亡
。
：
１
５
０
万
円

＊
傷
害
・
・
２
万
円
か
ら
犯
万
円

＊
身
体
障
害
（
１
級
ま
た
は
２
級

▼
職
種
生
活
指
導
員
（
２
人
）

▽
勤
務
場
所
糖
神
薄
弱
者
更
生

施
設
「
み
ど
り
園
」
（
中
峠
）

▽
採
用
予
定
平
成
、
年
、
月

▽
受
験
資
格
昭
和
妬
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
次
の
⑳
か
ら

⑧
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

⑳
短
大
卒
以
上
で
①
か
ら
④
の
い

ず
れ
か
の
学
科
を
専
攻
し
た
方

①
社
会
福
祉
②
心
理
学
③
教

育
学
④
社
会
学

②
専
修
学
校
卒
で
社
会
福
祉
に
関

す
る
学
科
を
専
攻
し
た
方

⑧
高
卒
以
上
で
２
年
以
上
精
神
薄

弱
者
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
に
従

事
し
た
方

東
薑
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務
組
合

生
活
指
導
員
を
募
集

障
害
）
：
．
傷
害
見
舞
金
の
ほ
か

に
”
万
円

＊
交
通
遺
児
・
・
遺
児
１
人
に
つ

き
、
万
円

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

年
会
謎
を
持
参
し
、
８
月
、
日

（
月
）
か
ら
訓
日
（
月
）
（
た
だ
し

土
・
日
曜
日
を
除
く
）
に
交
通

整
術
課
賓
芭
１
１
１
１
内
線

３
３
０
へ

※
各
支
所
で
も
、
左
表
の
と
お

り
出
張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間
８
月
３
日
（
月
）
か

ら
８
月
”
旦
木
）
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
受
験
手
続
き
①
組
合
所
定
の

職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
醤
（
同

組
合
事
務
所
で
配
布
）
②
写
真

（
縦
４
ｍ
×
検
３
聖
２
枚
③
卒

業
証
明
書
・
成
繊
証
明
書
各
１
通

を
東
葛
中
部
地
区
総
合
開
発
事
務

組
合
事
務
所
（
柏
市
役
所
分
室
２
）

へ
本
人
が
持
参
（
郵
送
不
可
）

▼
試
験
日
１
次
…
８
月
空
日

王
）
、
２
次
．
：
８
月
”
旦
土
）

▽
試
験
会
場
柏
市
役
所

▼
問
い
合
わ
せ
同
組
合
総
務
課

垂
（
“
）
５
２
５
１

｜
I

侵
入
盗
の
防
止

蛇口の開閉はこまめに洗車はバケツ洗いで

蕊診勢妻

歯磨きはｺｯの水で蕊号篭織南
’

’己 画茄
食器は、だめ水洗いで

チ
カ
ン
の
防
止

の受給者の皆さんへ
児童扶養手当

特別児童扶養手当

現況届｡所得状況届の提出を

況
犀
痙
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

祉
課
壷
（
芭
１
１
１
１
内
線
３

届
け
出
を
し
な
い
場
合
は
、
８
５
０

桐
鮒
淵
腫
総
蛎
繍
受
給
資
格
が

い
と
、
手
当
を
受
け
る
権
利
が
無
一
却
叩
亦
塁
壼
巽
Ｆ
Ｌ

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格

ご
注
意
く
だ
き
い
。
が
平
成
加
年
８
月
１
日
か
ら
一

そ
れ
ぞ
れ
の
手
当
を
受
給
し
て
部
変
わ
り
ま
す
。

い
る
方
に
は
、
届
け
出
用
紙
を
送
★
未
婚
の
母
の
子
は
父
の
認
知

付
し
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
添
に
か
か
わ
ら
ず
、
手
当
が
支
給

え
て
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
き
れ
ま
す
。

▽
提
出
期
間
８
月
皿
日
（
火
）
か
★
所
得
制
限
額
が
引
き
下
げ
ら

ら
９
月
、
旦
木
）
午
前
８
時
知
分
か
れ
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
受

ら
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日
曜
日
給
者
は
、
手
当
の
全
部
ま
た
は

を
除
く
）
一
部
が
支
給
停
止
に
な
り
ま
す
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
＊
児
童
扶
養
手
当
…
児
童
保
育
課
は
申
請
の
翌
月
分
か
ら
で
す
。

扶
養
手
当
を
受
給
き
れ
て
い
る
貧
迄
１
１
１
１
内
線
３
４
７
受
給
資
格
の
あ
る
方
は
、
早
め

方
は
現
況
届
、
ま
た
は
所
得
状
＊
特
別
児
童
扶
養
手
当
…
障
害
福
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

目程

8月17日(月）

8月18日(火）

8月19日(ｵ<）

8月20日㈹

場所

つくし野支所

湖北台支所

湖北支所

布佐支所

受付時間

午前9時から11時30分

午後1時から4時
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手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
蝋
灘
騨
篤
騨
蝋
蝋
離
灘
瀦

市
内
で
は
、
昭
和
妬
年
代
か
ら
ら
し
や
服
装
も
、
大
き
く
変
化
し

Ⅱ
最
優
秀
賞
は
大
山
明
さ
ん
に
Ⅱ

て
い
ま
す
。
昔
の
我
孫
子
の
写
真

菱
沼
浄
化
に
取
り
組
む
グ
ー
＊
爆
雷
錘
川
重
大
濯
し
い
ば
、
毒
の
町
芝
生
蓮
知

ひ
ろ
し

Ｉ
ン
手
賀
沼
推
進
協
識
会
が
開
催
恩
田
い
つ
子
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

し
て
い
る
第
Ｂ
回
「
手
賀
沼
写
真
＊
入
賞
堀
江
輝
行
、
月
村
五
百
荏
一
雪
塁
一
《
』
こ
の
時
代
以
外
の
も
の
で
も
結

い
ほ

あ
き
ま
き
あ
き

周
３
塁
に
行
わ
篝
た
．
壷
美
山
築
一
丸
山
総
お
だ
饗
謡
姉
灘
態

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
、
７
秋
、
小
田
川
雅
朗
、
竹
島
昭
夫
、

た
か
じ

↑
″
』
グ
く
、
ひ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
総
数
３
０
２
占
お
中
か
ら
、
作
、
堀
井
貞
彦
、
鮒
琴
熾
弓
疏

こ
う
の

大
山
明
ざ
ん
（
柏
市
）
の
作
品
勲
、
河
野
吉
久
、
増
田
茂
▼
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
広
報

盲
壼
広
聴
雲
苧
１
１
Ⅲ

「
漁
業
」
（
写
真
）
が
最
優
秀
賞
に
な
お
、
入
選
作
品
は
８
月
１
日

手
賀
沼
浄
化
に
取
り
組
む
ク
リ

ー
ン
手
賀
沼
推
進
協
識
会
が
開
催

し
て
い
る
第
Ｂ
回
「
手
賀
沼
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
、
７

月
３
日
（
金
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
３
０
２
点
の
中
か
ら
、

大
山
明
ざ
ん
（
柏
市
）
の
作
品

「
漁
業
」
（
写
真
）
が
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
入
選
さ
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

参加者募集／
(日)まで開催します。

、奮ってご参加ください。

月20日(日)、俳句は9月30日(水)>･

てください。

なり次第締め切ります。

:我孫子市文化祭実行委員会＝

申込方法｜申込先’
ト

ひ
ろ
し

＊
優
秀
賞
越
川
裕
之
、
大
岡
修
、

恩
田
い
つ
子

い
ほ

＊
入
賞
堀
江
輝
行
、
月
村
五
百

あ
き
ま
き
あ
き

秋
、
小
田
川
雅
朗
、
竹
島
昭
夫
、

た
か
じ

大
関
隆
次
、
山
崎
幸
一
、
丸
山
祐

作
、
堀
井
貞
彦
、
鮒
琴
熾
弓
疏

こ
う
の

勲
、
河
野
吉
久
、
増
田
茂

な
お
、
入
選
作
品
は
８
月
１
日

（
土
）
か
ら
お
日
（
旦
ま
で
、
市
民
会

館
２
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

手
賀
沼
の
美
し
い
自
然
を
と
ら

え
た
、
す
ば
ら
し
い
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

◎
応
募
作
品
の
中
か
ら
手
賀
沼
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成

今
年
も
、
全
応
募
作
品
の
中
か

ら
季
節
に
あ
っ
た
作
品
を
選
び
、

１
９
９
９
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
壷

（
芭
１
１
１
１
内
線
４
６
２

部門’作品規格。条件

宮本潔美
白山1-10-29
a(82)1280

電話かハガキで

(大きさを明記）
手工芸 展示しやすい作品

志賀琴
つくし野5－12－7
壷(84)7386

菊花 ハガキで鉢物、切り花いずれも可

根本幹雄
岡発戸547

公(88)0544

電話かハガキで

(作品を明記）
盆栽

小倉正久

根戸1739
冠(82)0702 昔の我孫子の写真をお貸し

開花株 電話かハガキで洋ラン

おあな

小穴信俊
寿1-11-11
公(82)3788

四つ切り以上全紙まで。なるべくパネ
ル張り。作品裏に住所､氏名､電話番
号､題名を明記。

電話で申し込み

作品は会場に持参
写真

①軸装雅仙紙半切以内
②横額装雅仙紙半切2分の1以内。
作品自由。必ず表装。

山田清一

船戸2－5－43
壷(82)4405

ハガキに規格、

題名、訳文明記
書道

中野次男

中峠1747-1
"(88)1791

謡 電話で民

郡司喪愈
白山2－12－4
念(82)2908

一曲5分以内(2人以上の団体）民舞 電話かハガキで

あきこ

石原輝子

白山1-29-2
a(82)0161

日舞 個人は5分以内、団体は1O分以内 電話かハガキで

昭和30年代の我孫子駅前通り

’
泉芳子

江蔵地709－3

窓(87)3292

洋舞 団体または個人で10分以内 電話かハガキで
＋
非
小
小
杢
弛
弛
や
千
千
十
十
十
十
十
十
十
十
＋
十
千
予
辛
小
中
や
＋
＋
＋
十
十
や
十
十
十

十

十

十

十

＋

明
る
い
話
崇
題
＊

＋＋や＋＋

や

十
＋

枠
次
の
方
々
か
ら
温
か
い
善
意
飯
田
靖
子
様
、
我
孫
子
市
ス
ポ
》

》
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
－
シ
少
年
団
様
、
湖
北
中
学
校
》

峠
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
平
成
９
年
度
３
年
５
組
一
同
様
、
梓

紳
ご
厚
意
は
、
趣
旨
に
沿
っ
て
大
居
酒
屋
小
滝
様
、
一
本
の
手
上
》

》
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
映
実
行
委
員
会
様
、
日
本
太
極
舛

袷
朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社
柏
支
拳
ア
カ
デ
ミ
ー
我
孫
子
支
部
有
半

紳
社
様
、
東
邦
病
院
売
店
マ
ロ
ン
志
様
、
海
老
原
清
治
様
、
我
孫
粋

隷
様
、
伊
藤
ふ
じ
ゑ
捷
舟
津
寛
子
市
緑
化
推
進
協
力
会
様
、
布
》

藻
、
習
グ
ル
‐
プ
襄
挙
笙
畿
難
の
毒
、
言
粋

峠
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
、
小
野
シ
シ
様
、
渡
辺
ミ
チ
子
様
、
我
紳

耕
友
之
助
様
、
山
本
す
ゑ
様
、
我
孫
子
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
、
峠

妹
孫
子
フ
ー
ズ
・
チ
ヤ
レ
ン
ジ
ャ
我
孫
子
測
逓
株
式
会
社
様
、
我
粋

鋒
－
我
孫
子
店
様
、
中
央
学
院
高
孫
子
駅
前
施
設
を
市
民
の
声
で
鉾

梓
校
平
成
９
年
度
３
学
年
様
、
中
つ
く
る
会
様
、
ま
ご
し
ん
愛
の
雑

隷
央
学
院
高
校
平
成
９
年
度
３
年
募
金
会
様
、
亜
細
亜
観
光
株
式
》

鍔
２
組
様
、
渡
辺
静
子
様
、
飯
塚
会
社
（
ア
ジ
ア
取
手
カ
ン
ト
リ
十十十

妹
武
久
様
、
有
限
会
社
倉
持
工
務
－
倶
楽
部
）
様
、
我
孫
子
ロ
ー
粍

鈍
店
様
、
田
口
光
様
、
中
央
学
院
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
（
受
け
付
け
紳

隷
高
校
平
成
９
年
度
進
学
コ
ー
ス
胆
や＋

峠
３
学
年
様
、
新
潟
県
人
会
様
、
※
７
月
１
日
受
け
付
け
分
ま
で
絲

今
＋

十
十
十
十
十
十
十
十
や
十
十
十
十
＋
＋
＋
＋
令
十
十
十
手
十
十
十
十
十
十
十
幸
十
十
十
十
斗

津川重蛍皐
緑1－6－43
壷(82)3426

詩吟 ハガキで個人で2分以内

爪炎分治雄
寿1－4－5
壷(82)3653

謡 曲 電話で

井手口八重子
緑1-10-5
窓(84)0136

ハガキで

(曲名を明記）
ひとり－111．カラオケテープを持参
(応募者多数の場合は抽選）

歌 謡曲

ひふみ

坂 口 一 二 三

東我孫子2-24-6
盆(84)9584

一般参加の社中は一曲5分以内曲三 ハガキで

すすき

題：「つくつく法師（法師蝉)」「薄」「当季雑
詠」各一句、計三句と住所、氏名を便せん大の
用紙に記入し､参加費1000円を添えて郵送

未発表一首（題自由）、住所、氏名をハガキ大

の用紙に記入し､参加費1000円を添えて郵送

たかし

染谷卓方俳誌あびこ
発行所下ケ戸285

冠(82)4441

俳句

榊原鼓手
白|｣｣3-8-14-106
壷(84)9435

短歌

七
月
上
旬
の
道
端
で
、
白
っ
ぽ

い
花
や
紫
っ
ぽ
い
花
を
つ
け
た
ワ

図
書
館
で
は
、
毎
年
６
月
に
蔵

響
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
行
っ
た
蔵
書
点
検
で
は
、

所
蔵
し
て
い
る
書
籍
な
ど
の
う
ち
、

本
３
２
６
９
冊
、
Ｃ
Ｄ
Ｂ
点
、
雑

誌
２
３
８
冊
が
行
方
不
明
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

図
書
館
の
本
や
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ

ト
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
で

職
入
し
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の

貴
重
な
財
産
で
す
の
で
、
独
り
占

め
に
せ
ず
、
大
切
に
取
り
扱
い
ま

し
ょ
う
。

ま
た
、
本
を
破
く
、
書
き
込
む

な
ど
も
し
な
い
よ
う
、
併
せ
て
ご

◎
市
民
図
誓
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

一
」ぴあ 匡

図
書
館

だ
よ
り

I"
壷
（
“
）
１
１
１
０

壷
（
師
）
Ｓ
Ｏ
５
５

金
（
串
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

」
。

、

盤 ル
ナ
ス
ビ
を
見
か
け
ま
し
た
。

ワ
ル
ナ
ス
ビ
は
北
ア
メ
リ
カ
原

産
の
多
年
草
で
、
昭
和
の
初
め
に

日
本
に
入
っ
て
広
が
っ
た
帰
化
植

物
で
す
。
地
下
茎
で
ふ
え
、
繁
殖

力
襄
く
、
臺
警
饗
蕊

あ
り
、
触
る
と
痛
い
の
で
嫌
わ
れ

轟
誇
轆
画
の
名
が
つ
け
ら
れ
ま
し

た
。

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
楽
し
い

お
話
を
し
ま
す
。
４
歳
か
ら
９
歳

ま
で
の
チ
ビ
ッ
子
、
集
ま
れ
。

▽
場
所
・
日
程
＊
市
民
会
館
第

４
会
識
室
．
：
８
月
６
日
（
木
）
．
、

日
宋
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
．
：

８
月
喝
旦
木
）
・
幻
日
采
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

…
８
月
畔
旦
金
）

一一一

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

;謹豊そよかぜ号8月の日穏慌天中止，
7

コ－■

曜 日日場所

氷職購謂
木§布佐南近隣センター

20新木児童公園

金ム線零慈具?鰯
三洋電機社宅入口

水’9カクライ家具駐車場
26台田池尻公園

木蕊蕊東3児肇鯛
金1j4根戸近隣センター

28東急ショッピングセンター裏

、
１
０
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
０
５
０
０
０
０
０
０

後
容
斗
心
叫
心
叫
心
刈
Ｕ
Ｕ
５
心
叫
心

午
ｌ
２
４
２
４
２
４
２
３
４
２
４
２
４

Ｉ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
加
幻
叩
叩
叩
叩
卯
犯
犯
刈
叩
、
叩
叩

時
Ｌ
動
融
甦
３
２
郡
作
動
欧
公
印
２
歌

５
．
ねワルナス ビ

（なす科）

水

６
．
ｍ

木

７
・
函

金

ノ

花
は
枝
先
に
集
ま
り
、
次
々

に
咲
い
て
、
六
月
か
ら
十
月
頃

ま
で
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

花
の
直
径
は
二
セ
ン
チ
程
で

五
つ
に
裂
け
、
皿
状
に
開
く
の

お
め

で
雄
し
べ
や
雌
し
べ
が
裸
出
し

て
よ
く
見
え
ま
す
。
雄
し
べ
の

や
く満

は
黄
色
で
大
き
く
、
バ
ナ
ナ

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。

蒲
の
先
端
に
は
穴
が
あ
り
、
花

粉
を
こ
の
穴
か
ら
放
出
し
ま
す
。

花
の
中
央
か
ら
長
く
突
き
出
た

雌
し
べ
は
先
端
が
丸
く
膨
ら
み
、

緑
色
を
し
て
い
る
の
で
》
鍔
瞬
悪

感
じ
ま
す
。

花
後
に
で
き
る
球
形
の
果
実

は
直
径
が
一
・
五
セ
ン
チ
程
で
、

熟
す
と
黄
色
に
色
づ
き
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

匙

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
写
真
Ⅱ

旅
で
出
会
っ
た
〃
道
″
の
風
景

▽
作
者
枇
谷
墓
一
（
白
山
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
書
Ⅱ

ｔ
＃

▼
作
者
中
村
松
仙
（
布
佐
平
和

台
）圏

展
示
期
間
８
月
哩
日
（
水
）
か

ら
９
月
６
日
（
日
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
如

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
、
分
ま
で
）

ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
！

２
６

１
．
２

水

幅
・
家

木

郷
・
詔

金

’

本
を
大
切
(こ

お
は
な
し
会
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私
は
こ
の
よ
う
に
し
て
渡
た
き
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
所

り
を
克
服
し
た
。
家
族
の
協
力
で
▽
募
集
料
理
サ
バ
か
ア
サ
リ
を
定
の
用
紙
ま
た
は
便
せ
ん
に
、
科

寝
た
き
り
を
防
止
し
て
い
る
。
そ
利
用
し
、
調
理
時
間
叩
分
以
内
で
理
名
、
材
料
、
４
人
分
の
分
逓

ん
な
体
験
談
を
難
え
て
く
だ
き
い
。
家
庭
で
簡
単
に
作
れ
る
も
の

材
料
識
（
２
４
０
０
円
以
内
）
、
作

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
・
在
▼
選
考
方
法
、
人
を
書
類
選
考
り
方
、
所
要
時
間
、
郵
便
番
号

動
・
在
学
者
し
、
９
月
塑
日
王
）
に
調
理
コ
ン
テ
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

▼
募
集
内
容
潅
た
き
り
防
止
の
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月

知
恵
実
践
に
関
す
る
①
寝
た
き
▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
材
、
日
（
木
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

り
を
克
服
し
た
人
の
体
験
談
②
科
、
作
り
方
、
所
要
時
間
郵
便
〒
２
６
０
１
０
０
１
４
干
葉
市
中

家
族
で
協
力
し
て
寝
た
き
り
を
予
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
央
区
本
千
葉
町
喝
の
１
本
千
葉
ビ

防
・
克
服
し
た
体
験
談
③
ボ
ラ
別
、
職
業
、
寵
話
番
号
を
明
記
し
、
ル
県
牛
乳
普
及
協
会
壷
０
４
３

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
、
寝
た
料
理
の
イ
ラ
ス
ト
か
写
真
を
添
え
、
（
２
２
４
）
４
８
３
９
へ

き
り
陸
に
蕊
し
て
い
る
方
の
８
月
訓
旦
月
消
印
墓
ま
ケ
ア
八
ウ
ズ

体
験
談
な
ど

で
に
〒
２
６
０
１
８
６
６
７
素
『
く
お
ん
苑
』

爆
鐸
賎
諦
鯆
蝿
紙
非
難
鮠
織
艸
押
韮
錨
開
設
説
明
会

枚
以
内
（
１
人
１
点
）
と
し
、
表
行
委
員
会
壷
０
４
３
（
２
２
３
）
平
成
ｎ
年
４
月
に
開
設
す
る
ケ

題
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
３
０
４
５
へ
ア
ハ
ウ
ス
「
く
お
ん
苑
」
の
入
所

。
●
●
●
①
●
ロ
。
●
⑨
●
●
●
●
。
■
●
、
○
●
●
。
●
●
。
ｅ
●
●
●
●
●
●
。
。
●
。
●
■
●
●
●
●
ｅ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
⑤
。
、
。
、
①
。
●
。
●
。
●
●

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

隷
鱸
医
瀧
騨
鱸
や
》
繩
瀧
灘
撫
獺
總
種
柵
勝
聯

受
け
ま
し
ょ
う
。

噸
船
鰯
雲
灘
鯛
辮
辨
撫
埜
榊
綱
峠
聯
灘
《

４
検
は
生
生
い
せ
冊
予
生
ら
票
生
く
９
に
脚
に

て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保
健
セ
ー
期
期
期

ン
タ
ー
に
ご
諸
手
だ
ざ
い
。
名
疏
種
加
”
き
”
ん
卿
制
馴

臺
學
鑿
帳
謬
繍
鯆
辮
鯛
恥
蝿炎

票
、
印
鑑

▽
費
用
対
象
年
齢
内
は
鉦
料

寝
た
き
り
防
止
の
知
恵

体
験
談
の
募
集

|8月の日
臼 0

曜｡休日当番医
診療時間午前9時から午後5時

持・参健康保険証と診療費 健康

ガイド
!；4場0－、番
i3町｜本号

''すみ：繩
''皇阜：嘉記
‘12保千－し
6健葉ま、

18蔑車で9
娯鑿蔭？

0市6日

’

『
ち
ば
の
お
い
し
い
魚
』

料
理
コ
ン
テ
ス
ト

ち
ぱ
の
魚
貝
類
を
使
っ
た
料
理

’’
’

牛
乳
。
乳
製
品
を
使
っ
た

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

牛
乳
・
乳
製
品
を
使
っ
た
、
斬

新
な
ア
イ
デ
ア
の
料
理
、
お
菓
子
、

デ
ザ
ー
ト
を
募
集
し
ま
す
。

▽
応
募
資
格
県
内
在
住
の
方

（
１
家
族
１
人
に
限
り
、
何
点
で
も

応
募
可
能
）

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
所

定
の
用
紙
ま
た
は
便
せ
ん
に
、
料

理
名
、
材
料
、
４
人
分
の
分
逓
、

材
料
識
（
２
４
０
０
円
以
内
）
、
作

り
方
、
所
要
時
間
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
８
月

、
日
（
木
・
消
印
有
効
）
ま
で
に

〒
２
６
０
１
０
０
１
４
干
葉
市
中

央
区
本
千
葉
町
喝
の
１
本
千
葉
ビ

ル
県
牛
乳
普
及
協
会
壷
０
４
３

（
２
２
４
）
４
８
３
９
へ

l
d

’

７
月
Ⅳ
日
に
パ
プ
ア
ニ
ユ
ー
ギ
る
ほ
ど
一

ニ
ア
を
襲
っ
た
津
波
に
よ
る
死
傷
行
動
堂
一

者
は
、
４
４
０
０
人
に
上
っ
て
い
徴
候
と
耐

ま
す
。
日
本
赤
十
字
社
で
は
、
皆
う
に
な
胸

さ
ん
か
ら
の
救
援
金
を
受
け
付
け
鈍
い
）

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
え
）
由

い
し
ま
す
。

こ
の
》

※
救
援
物
査
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。
釧

マ
送
金
方
法
郵
便
振
替
聿
数
制

料
無
料
）
で
通
信
棚
に
「
パ
プ
ア
乱
″８

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
津
波
地
震
」
と
明
Ｊ
１竃

記
し
、
口
座
番
号
．
：
０
０
１
１
０

１
２
１
５
６
０
６
、
名
義
・
・
白
本
室
伽６

赤
十
字
社
へ

ま
た
は
市
役
所
厚
生
課
へ
直
接
教
川

震
臺
篭
糯

１
１
１
１
内
線
３
７
７

朏
耐
捌
淵
矧
洲
方
に
応
診

か
急
的
な
手
当
を
し
ま
す
。

所
マ
診
療
日
日
曜
・
祝
日
雛

療
お
よ
び
８
月
旨
圭

診
マ
診
療
時
間
午
前
９
時
略
一

科
か
ら
ｎ
時
雰

歯
》
場
所
市
民
会
館
２
階
月
夕

急
マ
持
参
保
険
証
、
診
療
８
ン

》
融
輔
輔
腰
喰
識
伽

／
藤
噛
囎
瞠
Ｉ
、
保

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
ケ
ア
ハ
ウ
ス
入
所
資
格
・
定
員

釦
歳
以
上
の
自
立
し
て
生
活
が
可

能
な
方
で
、
家
庭
環
境
や
住
宅
事

情
に
よ
り
自
宅
で
の
生
活
が
困
難

な
方
、
超
人

▼
説
明
会
日
時
・
場
所
８
月
空

旦
旦
午
後
２
時
、
市
民
プ
ラ
ザ

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
砿

話
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
久

遠
苑
」
冥
諏
）
３
１
４
１
へ

パ
プ
ア
｜
豆
Ｉ
ギ
ニ
ア

津
波
被
災
者
に

救
援
金
壹

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
、
片
方
の

手
が
ふ
る
え
る
、
歩
き
方
が
遅
く

な
っ
た
と
い
う
症
状
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
動
作
が
鈍
く
な
っ

た
、
声
が
小
さ
く
な
っ
た
と
い
う

症
状
で
気
が
つ
く
場
合
も
あ
り
ま

す
。

こ
の
病
気
は
、
ま
れ
に
加
歳
代

で
発
症
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
釦
歳
以
上
の
人
で
す
。
そ

し
て
極
め
て
ゆ
っ
く
り
症
状
が
進

む
た
め
、
本
人
が
自
覚
し
て
い
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
症
状
が
進

む
と
、
一
見
し
て
そ
う
だ
と
わ
か

が
ん
ぼ
う

る
ほ
ど
の
独
特
な
顔
貌
、
姿
勢

行
動
を
示
し
ま
す
。
そ
し
て
三
大

徴
候
と
呼
ば
れ
る
症
状
を
示
す
よ

う
に
な
り
ま
す
。
無
動
（
動
作
が

し
ん
せ
ん

鈍
い
）
・
振
頭
（
手
の
ふ
る

え
）
・
固
縮
（
筋
肉
が
固
く
な
る
）

こ
の
病
気
が
ど
う
し
て
起
こ
る

健
康
メ
モ
②

｜

’

ロ

内容（その他）項目 期日 対 象時間

4日､5日
18日

平成10年4月生まれ
(対象児に通知）

身体測定、赤ちゃん体操、栄養・育
児相談など持参…母子健康手帳

受付…通知の
指定時間内

3カ月児相談

受付
9:15～10:30

持参…母子健康手帳、健診票
歯ブラシ（親と子の2本）

平成9年1月生まれ
（対象児に通知）1歳6カ月児健庸診査 6日､20日

持参･･母子健康手帳、通知ハガキ、
歯ブラシ（親と子の2本)、コップ、
タオル’

平成7年12月生まれ
（対象児に通知）

受付
9:15～10:30,崎8カ月児歯科鯛

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

の
か
は
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
物
療
法
が
中
心
で
す
。
Ｌ
Ｉ
ド
ー
ー

か
し
大
脳
の
黒
質
と
い
う
部
分
の
パ
（
脳
の
中
に
入
っ
て
ド
ー
パ
ミ
ー

変
性
が
主
な
原
因
で
あ
る
と
い
わ
ン
に
変
わ
る
）
な
ど
の
薬
を
代
表
一

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
手
足
を
に
多
く
の
薬
が
開
発
き
れ
て
い
ま
一

動
か
す
時
、
大
脳
の
運
動
野
か
ら
す
が
、
根
本
的
に
治
す
治
療
法
は
一

指
令
が
出
て
、
神
経
細
胞
を
通
じ
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
。
薬
や
リ
ハ
ビ
一

て
筋
肉
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
症
状
や
一

伝
達
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
の
に
黒
病
気
の
進
行
を
抑
え
上
手
に
病
気
一

質
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
と
つ
き
あ
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
一

ま
す
。
こ
の
黒
質
で
は
ド
ー
パ
ミ
ま
す
。

ン
と
い
う
物
質
が
作
ら
れ
て
い
ま
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
は
長
期
間
に
一

す
。
こ
の
ド
ー
パ
ミ
ン
が
黒
質
か
わ
た
っ
て
治
療
が
必
要
な
慢
性
の
一

ら
の
命
令
を
伝
達
し
ま
す
。
黒
質
病
気
で
す
。
し
か
し
、
き
ち
ん
と
一

が
変
性
す
る
と
ド
ー
パ
ミ
ン
が
減
治
療
を
受
け
れ
ば
天
寿
を
全
う
で
一

少
し
、
こ
の
指
令
が
う
ま
く
伝
達
き
る
病
気
で
す
。
そ
れ
だ
け
に
、
一

さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
病
気
と
上
手
に
つ
き
あ
う
こ
と
、
一

が
先
ほ
ど
の
症
状
の
要
因
と
考
え
家
族
の
理
解
と
協
力
が
非
常
に
大
一

ら
れ
て
い
ま
す
。
切
で
す
。

こ
の
病
気
の
治
療
は
現
在
の
と
▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

こ
ろ
症
状
を
軽
く
す
る
た
め
の
薬
会
冥
蓮
５
５
２
５

27日

受付
12:45～13:45

持参
ラシ

,．母子健康手帳、健診票、歯ブ
(親と子の2本)、尿､アンケー|、

平成7年1月生まれ
(対象児に通知）

'3歳児健康診査 3日､20日

栄養相談 随時 電話で予約|指導を受けたい方 カロリーチェック、献寸アドバイス

溺書繍談|，,’
１
１ ’アルコール問題を

抱えた本人、家族
グループミーティング
お気軽にご相談ください

13:30～15:00

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

柏保健 所 柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)冠(67)1255

0‘00~'6:001蕊鰈辮配|蕊鯉繍輔輔鱸班）

’’
'発達の遅れが心配
な2歳までの子

発達心理相談員・保健婦の相談・
指導電話で予約（地域指導班）

乳幼児発達相談 17日 10:00～16:00

’ |整形外科的に心配
な18歳未満の子

整形外科医の診察、保健婦の相訓
指導持参･･･母子健康手帳

療育 相談 13:00～14:0027日

2弱､'旧’’14:00～16:00 精神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要です

アルコール問題を
抱えた本人、家族ｱﾙｺー ﾙ伽ごと桶

［ 精神病、精神神経
症で悩んでいる方

精神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約力泌要です

心の健康相談 3日､18日 14:00～16:00

一｡－ 甲一一一合一●一由一■■－－■一毎一● － ● 一 己 一 G 一 ● 一 ● 一 ○ 一 舎 一 ■ － ■ 一 凸 一 ■ －｡一●－●一●一舎■■
一●－●一ヰー◆一●－●ー●一つ－

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▽
無
料
で
＊
組
立
式
パ
イ
プ
ベ

ッ
ド
、
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
、
小
型

冷
蔵
庫
〈
一
癖
言
（
錘
）
２
８
２
５
〉

＊
シ
ル
バ
ー
編
み
機
〈
助
川
冥
詔
）

３
１
４
４
〉

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切り

は毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先〒270-1192我孫子1858市役所広報広聰課

⑯
⑤
③
信
翰
②
⑪
②
⑪

短歌 俳句
山本寛太選 竹内．日選

の
う
ぜ
ん
か

窓
開
け
て
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
凌
霄
花
渋
谷
多
佳
子

生
き
る
の
が
下
手
ね
と
笑
ふ
端
居
か
な

青
山
陽
子

ね
む

母
を
待
つ
夕
べ
の
窓
や
合
赦
の
花
篠
田
ま
さ

ま
い
室
い
そ
ろ
せ
と
う
ち

鼓
鐡
に
て
候
瀬
戸
内
を
め
ぐ
る
船
松
浦
白
梅

ゆ
く
り
な
く
芽
の
輪
く
ぐ
り
に
出
会
ひ
け
り

海
老
原
千
代
子

』
ご
Ｐ
Ｄ

沙
羅
咲
い
て
我
孫
子
ぐ
ら
し
も
三
年
目

小
林
福
子

く
り
や
ち
や
が
ゆ

禅
寺
の
厨
に
匂
ふ
茶
粥
か
な
小
林
光
江

と
ん
し
や

夏
椿
散
る
や
豚
舎
の
赤
い
屋
根
商
田
忍

緑
薩
に
車
椅
子
止
め
い
た
は
り
ぬ
田
中
栄
太
郎

て
つ
か
か
ご

摘
花
詑
腰
に
菖
蒲
田
昏
れ
な
づ
む
倉
田
淑
子

上
し
じ
ま

夜
の
静
寂
屋
根
に
青
柿
の
落
つ
る
音
森
ハ
ル

坂
の
ぼ
り
緑
蔭
に
息
整
え
ぬ
篠
崎
信
一

短
冊
に
ト
マ
ト
に
な
り
た
い
と
赤
い
文
字
二
歳
の
夢

が
一
際
揺
れ
る
柳
富
美
子

み
な
み
し

月
の
夜
に
咲
き
て
一
夜
に
凋
む
と
ふ
花
の
エ
の
沁
み

て
愛
し
き
九
谷
常
雄

曲
￥
〃
つ
ま

嫁
ぎ
來
て
植
ゑ
し
樅
若
木
高
だ
か
と
今
は
仰
ぐ
に
夫

は
喜
寿
と
な
る
山
口
伊
代
子

あ
た
た
か
き
ひ
か
り
地
中
に
吸
は
る
る
や
玉
葱
の
球

日
に
日
に
太
る
新
藤
道
子

い

夫
婦
し
て
萎
ゆ
る
足
も
と
気
に
と
め
つ
つ
鎌
倉
寺
の

段
を
踏
み
し
む
中
野
武

こ
か
ひ

遠
き
日
の
蚕
を
飼
ひ
し
夏
山
峡
に
桑
の
実
食
み
て
口

を
染
め
に
き

東
海
林
詳
和

父
母
の
名
を
唱
え
て
波
間
に
消
え
し
兵
の
は
る
か
な

幻
サ
イ
パ
ン
の
海
に
小
林
光
江

は
り

建
材
を
組
み
ゆ
く
二
階
の
梁
の
う
へ
職
人
二
人
が
す

つ
く
と
立
ち
ぬ
奥
理
吏
江

渡
り
鳥
は
北
に
帰
り
て
初
夏
の
静
も
る
洲
に
大
ば
ん

二
つ
菊
池
俊
作

雲
の
影
動
く
青
田
は
広
ろ
び
ろ
と
腫
白
き
蝶
の
む
つ

み
飛
ぶ
見
ゆ
横
山
延
枝

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
ざ
を
り
織
織
り
機
〈
川
本
壷

（
鍔
）
３
９
５
２
〉

▼
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

－

目

2日

9日

16日

23日

30日！

病・医 院 名

アビコ外科整形外科病院

池内皮膚科クリニック

平和台病院

横山眼科医院

我孫子聖仁会病院

我孫子つくし野病院

我孫子東邦病院

村 山医院

電話

84-7321

84-3525

89-1111

82-5403

88-3111

84-2211

82-8166

82-5171

休日救急歯科診療所（市民会館内）
日
９
曜。休日
時から11

の午前
時30分

恋(84)1311
(時間内のみ）

夜間に急病のときは

誰鴎が(8ﾌ)1141



第978号(5) 録び
：ニー

ー1998.8.1
－－－一一一一一一一一一一一一一一一一

増
田
實
日
記
Ⅲ
Ⅲ
刊

行

市
史
研
究
冊
号
干

我
孫
子
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い

市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
市
史
資
料
．
年
か
ら
昭
和
認
年
ま
で
、
濃
業
の
て
い
ま
す
。

近
現
代
満
別
冊
Ｉ
「
増
田
資
日
記
か
た
わ
ら
身
近
に
起
こ
っ
た
事
柄
我
孫
子
の
歴
史
に
興
味
の
あ
る

Ⅲ
」
と
、
我
孫
子
市
史
研
究
晒
号
を
克
明
に
書
き
綴
っ
た
も
の
で
す
。
方
は
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
き
い
。

を
刊
行
し
ま
し
た
。
第
３
巻
で
は
、
昭
和
５
年
か
ら
▼
定
価
「
増
田
蜜
日
記
Ⅲ
」
．
：

増
田
責
日
記
は
、
明
治
王
年
に
翌
年
（
一
部
記
載
の
無
い
年
を
含
２
０
０
０
円
、
市
史
研
究
巧
号
。
：

大
森
町
（
現
印
西
市
）
で
生
ま
れ
む
）
ま
で
の
、
日
記
の
最
終
部
分
２
０
０
０
円

た
武
藤
薇
（
旧
姓
）
が
、
大
正
５
を
収
録
し
て
い
ま
す
。
日
秀
の
増
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
市

む
こ

日
震
こ
腎
凡
，
更
）
謙
ぺ
旗
〃
一
蕊
週
偏
ぎ
し
一
至
宝
へ
５
－
１
１
５
１

烏
の
博
物
館
で
は
、
夏
休
み

に
あ
わ
せ
て
セ
ミ
ナ
ー
「
サ
シ

第1回烏博セミナー

サ訓鵬らす

谷津国｡畠山

詞
』
隅
℃
罫
飢
而
叩
型
田
叩
叩
包
先
の
見
え
な
い
世
の
中
で
、
安
い
た
め
に
、
ほ
か

行

弗
瓠
怖
蕊
塞
蕊
巽
蕊
蒲
蕊
簔
一

究
陥
号
干

鱈
蛮
鱸
鰡
鑿
蕊
蕊
客

の
場
谷
は
抽
選
）

Ｌ
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
》

年
か
ら
昭
和
認
年
ま
で
、
農
業
の
て
い
ま
す
。

羅
唾
簾
震
蕊
．
方
灘
蕊
灘
灘
調
勤
安
碑
午
（
書
画
）
、
中
央
公
民
館
ハ
ガ
キ
に
住
所
氏
名
、
生
字
一

ふ
り
が
な

鑿
認
識

む
）
ま
で
の
、
日
記
の
最
終
部
分
２
０
０
０
円

を
収
録
し
て
い
ま
す
。
日
秀
の
増
▼
問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
市

田
家
に
婿
入
り
し
た
寅
が
〃
一
家
史
編
き
ん
室
冥
芭
１
１
５
１
：
…
…
…
：
・
‐
‐
‐
１
１
…
…
・
…
：
…
…
‐
！
；
‐
‐
‐
！
；
：
１
１
：
…
‐
‐
！
‐
！
！
…
：

罐
の
た
め
〃
に
生
き
る
禁
記
み
ん
な
集
ま
れ
！

は
、
身
近
な
星
空
の
観
察
を
と
お

卜
熱
か
殼
壷
議
確
《
灘
灘
辨

き
れ
て
い
ま
す
。

で
の
講
演
「
戦
争
体
験
を
問
う
塗
夏
休
み
の
自
由
研
究
の
テ
‐
マ
休
み
景
観
探
偵
団
を
濯
し
ま
す
。
《
需
睡
蝿
辮
瞬
蝋
峅
輌

夏
休
み
景
観
探
偵
団

市
史
研
究
妬
号
は
「
戦
後
”
年

を
経
て
」
と
題
す
る
特
集
と
し
て
、

先
に
実
施
し
た
戦
後
釦
年
企
画
展

の
誰
演
録
、
共
同
研
究
「
我
孫
子
は
、
も
う
決
ま
っ
た
か
な
。
当
日
は
、
ボ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ
を
８
倍
程
度
の
双
眼
鏡
が
必
要
で

出
身
一
軍
人
の
生
涯
」
、
戦
後
の
利
ま
だ
決
ま
っ
て
な
い
人
は
、
ヵ
蝋
胤
鱗
撫
鮎
繩
》
、
州
睡
撫
熟
織
繍
嚥
談
蝿

根
遊
水
池
開
墾
に
つ
い
て
の
関
係
メ
ラ
片
手
に
我
孫
子
の
風
景
を
探
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
、
み
ん
な
が

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
収
録
し
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

（
が
暮
ら
す
谷
津
甲
里
山
」
騨
緋
蕊
獅
誹
蛎
幟
〃
贈
既
魏
鯛
一
つ
鐸
鷆
佛
勾
鋤
マ
ン
で
い
っ
ぱ
い
。

遊
歩
道
か
ら
見
る
手
賀
沼
や
手
を
写
真
に
撮
っ
て
く
だ
き
い
。

こ
の
機
会
に
、
親
子
で
ぜ
ひ
参

を
開
催
し
ま
す
。

識
師
の
東
き
ん
は
昨
年
来
、
ま
す
か
。
対
岸
の
沼
南
町
の
風
景
コ
ン
テ
ス
ト
の
中
で
表
彰
し
ま
す
。
ス
ワ
に
加
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
参
加
希
望
者
に
は
、
無

手
賀
沼
や
印
旛
沼
周
辺
で
サ
シ
と
比
べ
て
み
る
と
、
面
白
い
か
も
み
ん
な
で
参
加
し
て
ね
。
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
・
ネ
ッ
料
で
星
座
早
見
盤
を
差
し
上
げ
ま

（
の
生
活
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
し
れ
な
い
よ
。

▼
日
時
８
月
８
日
（
土
）
午
前
９
ト
ワ
ー
ク
（
全
国
星
空
継
続
観
察
）
す
。

（
が
暮
ら
す
谷
津
田
・
里
山
」

を
開
催
し
ま
す
。

識
師
の
東
さ
ん
は
昨
年
来
、

手
賀
沼
や
印
旛
沼
周
辺
で
サ
シ

バ
の
生
活
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
の
水
田
や
里
山
を
く

ま
な
く
回
り
、
数
個
体
を
捕
獲

し
て
送
信
機
を
装
着
。
行
動
を

追
跡
し
た
結
果
、
サ
シ
バ
が
谷

津
田
に
依
存
し
た
生
活
を
し
て

い
る
こ
と
を
突
き
止
め
ま
し
た
。

今
回
は
、
谷
津
田
・
里
山
と

生
き
物
の
関
係
を
、
サ
シ
バ
を

題
材
に
紹
介
し
ま
す
。

▽
日
時
８
月
型
日
（
土
）
午
後

１
時
犯
分
か
ら
３
時
如
分

▼
場
所
罪
碑
諏
癖
吻
館

▽
講
師
東
淳
樹
（
東
京
大
学

大
学
院
緑
地
学
研
究
室

▽
定
員
先
蒲
、
人
（
当
日
受

け
付
け
）

》
参
加
費
無
料

亨
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館

垂
（
露
）
２
２
１
２

■
■
■
ｑ
二
■
日
■
Ｉ

夏
休
み
の
自
由
研
究
の
テ
ー
マ

は
、
も
う
決
ま
っ
た
か
な
。

ま
だ
決
ま
っ
て
な
い
人
は
、
カ

メ
ラ
片
手
に
我
孫
子
の
風
景
を
探

っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

遊
歩
道
か
ら
見
る
手
賀
沼
や
手

賀
大
橋
、
ま
た
、
船
上
か
ら
の
我

孫
子
の
風
景
を
見
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
。
対
岸
の
沼
南
町
の
風
景

と
比
べ
て
み
る
と
、
面
白
い
か
も

し
れ
な
い
よ
。

市
で
は
、
〃
親
子
で
写
そ
う
我

孫
子
の
風
景
〃
を
テ
ー
マ
に
、
夏

、
墾
帯
内
で
は

が
、
市
内
の
景
観

け
て
い
ま
す
の
で

一
▽
問
い
合
わ
せ

現
在
市
内
で
は
、
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
景
観
カ
ル
テ
調
査
国

が
、
市
内
の
景
観
に
つ
い
て
調
査
し
て
い
ま
す
。
鯛
査
団
は
名
札
を
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
皆
ざ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
冥
芭
１
１
１
１

’ 陣

蘭＝

.拝坐

＝

鯉
＝弓

蒜 = テ ー

蕊
』

溌鰄嶌色艇砿だ弱。
戦
i

着
巧
組
（
２
人
で
１
超

▼
持
参
水
筒
、
筆
記
用
具

▽
参
加
費
無
料

▼
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
電

話
で
都
市
計
画
課
景
観
推
進
係
云

（
露
）
１
１
１
１
内
線
５
７
７
へ

園
、
中
央
公
民
館
前
（
解
趣
６
月
幻
旦
土
）
、
古
戸
地
先
の
利

▼
対
象
。
定
員
小
学
校
４
年
生
根
川
河
川
敷
で
、
我
孫
子
市
、
柏

か
ら
６
年
生
と
そ
の
保
護
者
、
先
市
合
同
の
第
あ
回
水
防
演
習
が
行

船
で
手
賀
沼
を
見
学
、
手
賀
沼
公

道
、
親
水
広
場
、
手
賀
沼
漁
協

時
か
ら
正
午

▽
集
合
場
所

▼
コ
ー
ス

（
雨
天
順
延
）

為
鼈
淑
ゞ
日

頃
の
、備

〃

我
孫
子
市
・
柏
市
共
催
で
水
防
演
習
が
行
わ
れ
る

1

1

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
消
防
団

員
、
消
防
署
員
、
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
員
、
防
災
関
係
者
な
ど
約
５
０

０
人
が
参
加
。

演
習
に
先
立
ち
、
福
嶋
市
長
は

「
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら
な
い
水

害
に
、
日
頃
か
ら
備
え
る
こ
と
が

重
要
で
す
」
と
参
加
者
を
激
励
し

ま
し
た
。

演
習
は
、
台
風
に
よ
る
大
雨
で

利
根
川
の
水
位
が
上
昇
し
、
堤
防

に
亀
裂
や
漏
水
な
ど
が
発
生
し
た

と
い
鳥
鍵
疋
で
開
始
。

参
加
し
た
両
市
の
消
防
団
員
２

４
８
人
は
、
こ
れ
か
ら
の
台
風
シ

え
が
大
切

－
ズ
ン
に
備
え
て
、
水
防
工
法
の

基
本
と
な
る
土
の
う
作
り
や
、
青

竹
を
利
用
し
堤
防
の
亀
裂
の
拡
大

を
防
ぐ
折
返
し
工
法
、
五
徳
縫
い

工
法
な
ど
、
伝
統
的
な
水
防
工
法

の
習
得
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。
（
写
真
）

台
風
や
豪
雨
は
事
前
に
予
測
で

き
る
と
は
い
え
、
大
雨
や
強
風
の

威
力
は
測
り
し
れ
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
も
油
断
す
る
こ
と
な
く
、

家
屋
の
点
検
、
懐
中
電
灯
や
ラ
ジ

オ
の
準
備
、
避
雌
場
所
の
確
認
な

ど
日
頃
か
ら
十
分
な
対
策
を
立
て

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▽
観
察
日
８
月
哩
日
（
水
）
か
ら

奉
日
（
火
）
ま
で
の
条
件
の
良
い
１

日▼
観
察
場
所
観
察
者
の
自
宅
周

辺
（
た
だ
し
、
我
孫
子
市
内
に
限

る
）▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
手
賀
沼
課
環
境
保
全
係
云

（
顕
）
１
１
１
１
内
線
４
６
２
へ

▼房総のむら催し
房
総
の
む
ら
で
は
、
お
子
ざ
ん

た
ち
が
昔
の
遊
び
や
工
作
な
ど
を

楽
し
め
る
催
し
を
用
意
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
日
程
・
内
容
左
表
参
照

房
総
の
む
ら
で
チ
ャ
レ
ン
ジ

催し名｜開催日｜対象等

8／4～6，

8/11～13 昔
の
あ
そ
び
や
工
作
に

ところてん
小学1年から
(4年以下は保護
者が同|*のこと）

力じじや

親子鍛冶屋教室
（文鎮作り）

8／7．9

小lから中3まで
(4年以下は保護
瀞が同伴のこと）

張り子のおもちゃ

(2回で1コース）
8／8．9，

8/28．29

小3以上(3．4
年は保護者同|*）水車 8/21

〃
列
車
に
乗
っ
て
旅
を
し
た
い
〃

障
害
者
の
そ
ん
な
願
い
を
実
現
さ

せ
よ
う
と
い
う
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
蓮
今
年
も
走
り
ま
す
。

今
年
の
行
き
先
は
、
行
川
ア
イ

ラ
ン
ド
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

》
日
程
ｍ
月
お
旦
旦

▽
集
合
場
所
Ｊ
Ｒ
松
戸
駅

▼
募
集
人
数
旅
行
者
（
障
雲
署
）

：
・
１
５
０
人
、
同
伴
者
（
家
族
）

…
１
０
０
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
・
・

２
０
０
人
〈
い
ず
れ
も
先
着
順
〉

▽
参
加
餐
大
人
５
５
０
０
円
、

▼
場
所
栄
町
竜
角
寺
１
０
２
８

（
Ｊ
Ｒ
成
田
線
安
食
駅
か
ら
竜
角

寺
台
車
庫
行
き
バ
ス
５
分
）

▼
注
意
①
催
し
は
有
料
で
事
前

予
約
が
必
要
（
人
数
制
限
が
あ
り

ひ
ま
わ
り
号
参
加
募
集

S月は
電気使用安全月間

編蕃寒

小1以上(4年以
下はI職者同伴）

ヒタ 8/29．30

《
障
害
者
と
一
緒
に
列
車
で
旅
行
】

郷土料理誰習会 l8歳以上8/6

冷やし麦 ’8/7~9 小3以上(小学生
は保護者が同伴）変わりそば 8/28～30

8／5．6

8/25
畳表(花瓶敷作り） 16歳以上

巾着袋 8/14~161小学5年以上

中
学
生
か
ら
短
大
・
大
学
生
５
０

０
０
円
、
小
学
生
４
５
０
０
円

（
交
通
費
、
傷
害
保
険
料
、
食
事
代
、

入
園
料
金
を
含
む
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
睡
話
番
号
、

障
害
者
、
家
族
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
い
ず
れ
か
を
明
記
し
、
９
月
４

日
釜
）
ま
で
に
〒
２
７
０
１
０
１
７

４
流
山
市
下
花
輪
４
０
９
束
葛
病

院
内
ひ
ま
わ
り
号
実
行
委
員
会
壷

０
４
０
１
９
５
５
７
３
２
３
へ

（
問
い
合
わ
せ
は
正
午
か
ら
午
後
１

時
、
午
後
６
時
か
ら
、
時
ま
で
）

樽(一輪柿し作り） 中学生以上8/21･22
ま
す
）
②
随
時
体
験
は
当
日
、
先

着
順
に
受
け
付
け
。
午
前
中
に
来

て
く
だ
さ
い
③
食
堂
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
昼
食
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

④
車
は
無
料
駐
車
場
に
停
め
て
く

だ
さ
い
⑤
月
曜
日
は
休
館
で
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
県
立
房
総
の
む
ら
壷
０
４
７

６
（
”
）
３
３
３
３
へ

絵ろうそく’8/22231小学4年以上
版木(はがき絵)'8/231小学5“上

小学4年以」8/22．23

醗鞭関東電気保安協会
京葉事業本部

安全教室の申し込みは

電話で同京葉事業本部
窓0474(44)6781へ

※房総のむらでは､上記以外に随時体験として、

折り紙、木版染、製陶、千代紙ろうそく、七味唐

辛子､張り子の而､抹茶､飾り結吠そばがき､灘
多色閥り､こけし､くくり猿､季節の和巣子､和綴
じなどのうち、3～5種類を毎日開催しています。

－
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す
こ
や
か
ち
や
ん

8月15日は「戦没者を追悼し

平和を祈念する日」です。また、

8月6日は広島に、9日は長崎に

原爆が投下された日です。それぞ

れの日には、戦没者・原爆死没者

の追悼と恒久平和を祈り、黙とう

をささげましょう。

し問い合わせ厚生課公(85)1111

’

軸,雌
．』

日

』
塑

"r,

記

※作品は未発表のものに限る

し出品料1000円（1人1点のみ）

,日時8月16日(日)午前10時

，場所手賀沼公園内平和記念碑

前（雨天実施）

し内容献花、黙とう

し問い合わせ被爆者の会山田公

(82)4405

－

園 園圃画

’
9時30分から正午、中央公民館お駁内容人形劇…こぞうと山んば人事課へ持参または郵送（7日消し問い合わせ鈴木盆(82)0900

よび手賀沼公園多目的広場ほか映画…わんぱくニルスほか印有効）

’し対象市内小学生（3年生以下※車での来場はご遠慮ください似試験日9月20日(日） 新鮮な季節の味覚を市内でお楽

しみください。問い合わせは電話

で各農園へ。

◎ぶどう（8月下旬から9月中旬）

鈴木農園壷(82)4411

◎なし（8月中旬から9月下旬）

阿曽農園公(88)1459

◎＜り・ハウスぶどう（9月上旬

から10月上旬）田村農園毎(88)23

08

．さつまいも（9月下旬から11月

上旬）日暮農園冠(82)4048

，参加費300円

傍申し込み。問い合わせ電話で
’

8月7日(金)までに中央公民館壷ご家族揃って、おいでください。

館（参加無料）シ受験資格昭和45年4月2日か

固哩 目唾,日時・場所8月16日(日)午前似上映作品トイレの花子さん他ら52年4月1日までに生まれた方

’10時から午後8時、ボーイスカウ※8月22日以降、市内各地で開催（性別、学歴は問いません）

卜我孫子第1団野営場(小雨実施）予定（日程は次号掲載）し受付期限8月21日(金）

し内容野外料理、野外クラフト、し問い合わせ教育委員会社会教修試験日9月20日(日）8月1日現在で、借入地を含め、

’
青課云(85)1151ゲーム、キャンプファイアー※詳しくは北千葉広域水道企業団10アール以上の農地を耕作してい

，対象。定員一人親家庭の親子、 総務課壷047(345)3211へる人は、先に郵送した農家基本台似願書受付期間8月3日(月)か

先着15組6と子家庭の親子大歓〕⑨ 帳の申告書を提出してください。ら9月2日(水）
I

|似参加費↑組500円似曰時8月9日(日)午後2時か 申告書の提出がなかったり‘記惨試験日・科目11月6日(金)、

’
杉申し込み。問い合わせ電話でら3時30分（入場無料）し日程9月から11月までの土曜入漏れがあると農地の権利移動や国語、数学、理科、社会、外国語

8月3日(月)から7日(金)まで社し場所湖北台近隣センター日（原則として午前全10回）農業者年金受給関係等の手続きなし試験会場千葉県立中央図書館

会福祉協議会盆(84)1539へし内容旅する巨人、民俗学者し場所聖徳大学（松戸市）どに支障をきたしますので、正確※受験資格等、詳しくは、千葉県

｢宮本常一の生涯」し対象・定員①手話経験1年末に記入し、農家組合加入者は、組教育庁指導課義務教育係壷043

し講師佐野眞一（作家）満、②何らかのボランティア活動合長に、未加入者は農業委員会事（223)4059へ
I

，日程。場所8月30日(日)、9レ問い合わせ藤掛壷(88)2576経験者、③手話を通じて地域福祉務局に提出してください。◎近隣センター等公共施設利用の

月6日(日)、市民体育館 に寄与したいと思っている、のいし問い合わせ農業委員会事務局活動などは、優先的に場所が確保

’し対象市内在住・在勤・在学者 ずれかに該当する40歳以上の方、公(85)1111内線363されているものではありません。

惨参加費1チーム3000円，日時8月8日(土)正午受付開20人（応募者多数の場合は抽選）

’
似申し込み。問い合わせハガキ始、午後1時から5時20分し費用無潤（資料代等実費）

にチーム名、男女の別、代表者のし場所東京理科大学野田キヤンレ申し込み・問い合わせ往復ハ

住所・氏名・電話番号を記入し、パス（基礎工学部1012教室）ガキに、講座名、氏名、住所、年

8月10日（月・必着）までに中里し内容講演と事例発表
とりちがい

40増田崇査(88)1454へ,講師取違暁男（千葉県企業庁

齢、電話番号を明記し、返信用ハ

ガキの表に申込者の住所、氏名を

会月の休館巳東葛飾北部整備課長）記入して8月20日（木・必着）ま

し参加費1000円（資料代）でに〒27罪0882柏市柏の葉4の3

し日時。場所8月9日(日)午後し問い合わせまちづくり交流会の1さわやかちば県民プラザ研修

1時開演、湖北地区公民館事務局代行渡辺盆(24)1501内線35課云(40)8600へ
伝内容フルート、ピア ノ、ハン24

圖 哩画圃
ドベル、弦楽四重奏、合唱ほか

惨入場 料無料 少曰時9月4日から毎週金曜日、

午後1時30分から3時30分（全13屡問い合わせ山下念(88)1673

回）

相談
し募集住宅小暮（3DK）1戸、，場所さわやかちば県民プラザ

腰日時8月18日(火)午前9時J

R千葉駅前集合

し見学先（株)千葉ヤクルト工場

新東京国際空港貨物地区

'対象。定員小学4～6年生ま

での児童とその保護者、20組（応

募者多数の場合は抽選）

惨参加費無料（昼食あり、集合

場所への往復交通費は参加者負担）

し申し込み。問い合わせ往復ハ

ガキ（1枚に1組）に「夏休み動

く親子物価教室参加申込み」、児

童の氏名、性別、学年、保護者の

住所、氏名、年齢、性別、続柄、

電話番号を記入し、8月7日（金

・必着）までに〒260-8667千葉中

央郵便局私書箱40号県庁県民生活

課企画調團甕班合043(223)2299/､

号、受講動機、「やきもの工房」
‐
’
一
Ｆ
１
』
卜
け

受講希望と明記し、8月14日（金

似募集内容「国民年金」、「基

礎年金」もしくは「年金」の字句

を入れた、自作で未発表の国民年

金制度に対する認識を高める標語

，応募方法。問い合わせ官製ハ

ガキに住所、氏名、性別、年齢、

職業、電話番号、作品（1人2点

まで）を明記し、8月31日（月

消印有効）までに〒260-8691千葉

市中央区市場町1の1千葉県国民

年金協議会壷043(223)2389'､

’

し練習日・場所毎週月・

午後6時から8時、飯塚宅

シ対象・定員小中学生

,参加費月額1000円

し申し込み・問い合わせ

飯塚云(89)2895

10人

電話で

戦没者と原爆死没者の慰霊と
恒久平和を祈り黙とうを肯12回我孫子市絵画展作品市職員

－

すずきだいき

鈴木大規くん
(日秀・1歳3カ月）

採用職種

一般行政職
事 務 職

福 祉 総 合 職

保母（父）

保健婦（士）

看誰婦（士）

作 業 療 法 士

司響

消防士

上級

初級

剛予趨

2人

1人

2人

1人

3人

2人

1人

1人

1人

原爆の日記念行事

天王台北地区まちづくり協議会
裳しい人形劇と映画のうど5

ロ ケットを作ろう

夏休みベツトボトルエ作教室

季節の味貢

観 光震園カモオーブン
我孫子市ゴヒ音B地域

文化祭1乍品一圭請巨祭出場壱

青少年福談壹ﾖ雲絡協言蕊会
璽 イ 木 み 蓋 ヨ 子 8央画会

北千葉広域水道企業団職員

親子アウトドア講習会

震家基本台帳申告書の

提出はs月4日まで

潔懸騨曾騨瀦
湖司上座会講ラ寅会

＝宮本常一の生》匡＝ グッドライフカレツジ

手言舌言蕾座受講壱

態バｽｹｯﾄボー ﾙ大会

東葛まちづくり交流会

ﾃﾚﾎﾝｻー ピｽ
日硴当稀医・1週間の行事

母囎

ﾃﾚﾎﾝガイド 副題鳳亜耐

ﾌｧｸｽガイド a(83)釦伽

第21回湖北ﾐﾆｺﾝｻー ﾄ
市民図書館

中央・湖北地区公民館

の博物館

市民プラザ

市民会食

つつ雌･西部福祉センター

市民体育館

8

3(月)､10(月)､11(火)､17(月)､24(月)､31(月）

3(月)､10(月)､17(月)､24(月)､31(月）

3(月)､10(月)､17(月)､24(月)､31(月）

13体)､20（

3(月)､10(月)､17(i)､24(月)､31(月）

3(月)､10(jl),11(火),17(H)‘24(11)､25(火)､31(月）

31(月）

､27（「やきものエ房」受講生

＝てびね、でイ乍陶を＝

市営住宅入 居 者
夏休み動く親子物価教室

内容

法律相談(予約制）

※予約は、8月3日(月)8:30から電話で広報厄

税務相談(予約制）

※予約は、8月17日(月)8:30から竃話で課税篇

日日寺

6(木)､11(火)､18(火)､20(水）

25（火）9:30~15:30

21(金)10:00~15:00

場所

市民相談室

(西別館3階）

市民相

偲課へ。

一F＝

グー◎

問い合わせ

広報広聴課

課税課

人権相言

行政相息

不動産・住宅相；

27(木)1（

27(木)101

)0～15:00

)0～12:00

福祉総合相談室

市民相談室

市民相談室

厚生：

広報広聴：

建築指導：

交通事故相談

心配ごと相談

炎言楓
口
口

△
９１婚士

回

心
恥
小

健康相談

地域リハビリ教室

10（月）10:00~15:00

3.17.31(月)10:00~15:00

10（月）10:00~1§

24（月）10:00~15:00

2.16(EI)10:00~14:00

7(金)10:00~11:15

26(水)10:30~12:00

:00

交通整備

社会福祉協議会

保健センター

布伽混センター本館

社会福祉協議会

つ つ じ 荘

西部福祉センター

新木近隣センター

保健センター

西部福祉センター

交通整備課

社会福祉

協誰会

つつじ荘

､総社ｾﾝﾀー

身体隙害者

福祉センター

国 民 年 芸 壹標語

布佐柔道クラブ会員


